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豊橋ＲＣ創立 75 周年記念事業は、地域社会にロータリーの
認知度の向上を図ることを目的とし、「ポリオ根絶電車」、
豊橋市役所及び豊橋駅コンコースのデジタルサイネージ、
豊橋駅前豊栄ビルの懸垂幕掲揚等により「ポリオ根絶プロ
モーション」を展開しました。
また「ペットボトルキャップ回収大作戦！」と題して市内
全 52 小学校の児童２万人と協力したポリオ根絶活動を実施
し、そのお礼として豊橋ゆかりのスポーツ選手、音楽家な
どが講師となり実技を交えた「夢ギフト講演」を市内全小
学校で開催、夢や目標を持つことの大切さを児童たちに伝
えました。

豊橋ロータリークラブ
創立 75 周年記念実行委員会
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10月 地域社会の経済発展月間に寄せて

10月 米山月間に寄せて

10月 学友参加推進週間に寄せて

10月 世界ポリオデーに寄せて

ガバナー活動報告
８月21、22日職業奉仕委員長会議

ガバナー活動報告
9月16日第1回クラブ国際奉仕委員長会議

ガバナー活動報告
9月22日クラブ公共イメージ向上委員長会議

特集：西尾張分区紹介

会員増強報告
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地域社会の
経済発展月間・米山月間・世界ポリオデーに寄せて

　皆さん、こんにちは。
　2025－26年度も四カ月目に入りました。いま私はガバナー
公式訪問の半ばにあり、各クラブの皆さんと直接お会いする
中で、クラブの特色を活かした奉仕や親睦の活動状況をお聞
きし、ロータリーの素晴らしさを強く感じております。
　さて、10 月という月は、私たちロータリアンが「原点」と「未
来」を同時に見つめる大切な時期であると思っています。「地
域社会の経済発展月間」「米山月間」、そして 10 月 24 日の「世
界ポリオデー」、どれもロータリーの使命と精神を映し出すものであります。

「地域社会の経済発展」
　「民は国の本なり。本固ければ国安し」という古来の言葉があります。私は、この言葉は、ロー
タリーの奉仕の姿勢にも通じると考えます。地域の暮らしや産業を支えることが、やがて大
きな社会の安定につながるからです。
　皆さんには、地区方針「ともに学び、ともに地域社会に貢献しよう！」の精神を胸に、地
域の小さな課題にこそ目を向け、それを支える活動を広げていってほしいと願っております。

「米山月間」
　米山奨学事業は、日本のロータリーが誇る独自の取り組みです。私は、この事業に「和を
以て貴しとなす」という精神を重ねています。異なる文化を尊重し合い、学び合う姿勢が、
平和への確かな礎になるからです。
　奨学生を温かく迎え入れ、ともに学び、ともに育つ。その積み重ねが、やがて国と国をつ
なぐ懸け橋へと育っていくはずです。どうか皆さんも、その一翼を担って頂ければと思います。

「世界ポリオデー」
　そして 10 月 24 日の「世界ポリオデー」です。私は、ポリオ根絶の歩みを「百里を行く者
は九十を半ばとす」という故事になぞらえたいと思います。最後の一歩こそが最も困難で、
そして最も重要だからです。
　この挑戦を成し遂げるのは、私たち一人ひとりの行動です。募金や啓発の一つひとつが子
どもたちの未来を守ります。どうか、共に力を合わせて、「ポリオのない世界」という悲願
を必ず実現してまいりましょう。

　本年度は、まだ始まったばかりです。私の考えとして、地区は常にクラブの活動を支える
存在でありたいと願っています。「和衷協同」、心を合わせ、力を尽くすとき、ロータリーの
奉仕はさらに大きな力となります。
　どうか皆さんと、ともに学び、ともに地域に貢献し、そして世界の平和と健康の実現に歩
みを進めてまいりましょう。

2025-26年度ガバナー　鈴 木  康 仁

GOVERNOR'S MESSAGE October,2025
ガバナーズメッセージ 2025 年 10月号

第2760地区
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地域社会の経済発展月間に寄せて

－ロータリー地区社会奉仕委員長として－

10月
OCTOBER

地区社会奉仕委員会 委員長

八木 生義
（名古屋名東RC）

10月はロータリーにおいて『地域社会の経済発展月間』と定められ

ています。私たちロータリアンが果たすべき使命は、地域の発展に貢献

し、人々の生活の質を高めることにあります。奉仕とは決して特別なも

のでもなく、地域が抱える課題を共に考え、持続的に解決へつなげてい

く営みだと考えます。近年、私たちの地域でも人口減少や少子高齢化、働き手不足といった経済的

課題が顕在化しています。中小企業の活力をいかに維持するか、若者が安心して働ける環境をど

う整えるか、また女性や高齢者の力をどのように活かすかといった点も重要です。ロータリーの社

会奉仕委員会は、こうした地域課題に寄り添い、クラブ同士が知恵を持ち寄り、地域社会の持続的

な発展に向けた取り組みを支える役割を担っています。

各クラブが展開する活動は実に多彩です。地元企業との協働による人材育成事業、若者への職

業体験の提供、障害のある方の就労支援、地域産業を支える環境保全活動など、一つひとつが地域

経済の基盤を支える大切な一歩です。小さな活動であっても、継続し広がれば大きな力となりま

す。　本年度ガバナー方針は『ともに学び、ともに地域社会に貢献しよう！』です。

この理念は、まさに地域社会の経済発展に取り組む私たちの姿勢そのものです。地区社会奉仕

委員会としても、各クラブの事例を共有し、学び合う場をもうけ、互いに刺激を受けながら、さらに

発展的な奉仕へとつなげてまいります。そして、それぞれの活動が地域社会に信頼をもたらし、

ロータリーの存在意義を高めるものになると確信しています。『地域社会の経済発展月間』を機に、

私たち一人ひとりが地域の未来を考え、できることを行動に移すことが求められています。

ともに学び、ともに支えあうことで、豊かで活力のある地域社会を築いてまいりましょう。
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米山月間に寄せて10月
OCTOBER

地区米山記念奨学委員会 委員長

神谷 恵理
（愛知長久手RC）

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会は、日

本のロータリーが共同で運営する民間奨学団体

で、日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支給し支

援する民間最大の国際奨学事業を行っています。

米山記念奨学事業の使命は、将来、日本と世界を

結ぶ「架け橋」となって国際社会で活躍し、ロータ

リー運動の良き理解者となる人材を育成すること

です。これは、ロータリーの目指す“平和と国際理

解の推進”そのものです。

そして、米山記念奨学事業の特徴は、世話クラ

ブ・カウンセラー制度。奨学生一人ひとりに地区内

のロータリークラブが「世話クラブ」となり、世話

クラブの会員が「カウンセラー」となり、日常の相

談役となります。

奨学生は毎月1回以上、世話クラブの例会に出席

し、会員との交流によって日本の社会を知り、ロー

タリーの奉仕の精神について学びます。

10月は【米山月間】です。

1975年8月、米山梅吉翁が逝去した4月28日ま

での1週間を「米山週間」とすることが決定されま

した。ある地区ですでに行われていた強化活動を

全国へ広げ、米山奨学事業を促進することが目的

でした。しかし1980年度になると、米山週間は4

月から10月1日～7日へと変更されました。1983

年からは週間制度が「月間」となり、10月が米山月

間として定着し、今に至っています。

米山記念奨学事業は、皆さまのご寄付で事業を

運営しております。少しでも多くの外国人留学生

を育てる為、ロータリアン皆様のご協力とご寄付

を宜しくお願い申し上げます。

米山奨学期間終了者歓迎会

春季米山奨学生学友研修会

春季米山奨学生学友研修会

オリエンテーション
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学友参加推進週間に寄せて10月
OCTOBER

地区学友委員会 委員長

大橋　均
（知立RC）

毎年10月７日を含む１週間が「学友参加推進月

間」（Rotary Alumni Reconnect Week）です。

これはＲＩ理事会が制定しており、ロータリー

学友をクラブの例会や奉仕プロジェクトに招待

し、参加していただくことを推奨する１週間とし

ています。

では、「学友」とは？　インターアクトクラブ・

ローターアクトクラブ・ロータリー青少年交換・

ロータリー青少年指導者育成プログラム（RYLA）・

ロータリーフェローシップ・ロータリー奨学生（グ

ローバル補助金・地区補助金）・米山記念奨学生な

ど、ロータリーの青少年プログラムに参加・終了し

た参加者を「学友」と呼びます。

青少年プログラムへの参加者は、プログラム期

間中、ロータリーの様々な奉仕プログラムに参加

してくれます。しかし、多くの場合、プログラム終

了とともにロータリーとの関係も終わってしまい

ます。そこで、青少年プログラム終了後も、ロータ

リー活動に関わっていただき、継続した関係を維

持するために、2023年12月13日「愛知ロータ

リー学友会」（学友会）が結成されました。

学友会はロータリープログラムの垣根を越え

て、学友による新しいイベントや奉仕活動を企画・

運営し、親睦を深め、ロータリーファミリーの一員

として、地区・クラブと繋がり、ロータリーと継続

した関係を維持してまいります。

「学友参加推進週間」を機に、愛知ロータリー学

友会へのご理解を深めていただき、学友会活動へ

のご協力をお願いいたします。

2024-25RFF

2025.06学友会総会
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世界ポリオデーに寄せて10月
OCTOBER

ポリオプラス/
職業研修チーム委員会 委員長

田中 一成
（名古屋守山RC）

今年も世界ポリオデーが10月24日に開催されます。

ご存知かと思いますが、ポリオを根絶する５つの理由があります。

１． 生活の向上
ポリオ根絶活動のおかげで、身体麻痺とならずすんだ人の数は

2000万人、命を落とすことのなかった人の数は150万人に上ります。

２． 未来への投資
ポリオが根絶されなければ、今後10年間に毎年20万人の子供が身

体麻痺になる可能性があります。ポリオの根絶はすべての子供のためのより健康な世界をつくる

ことです。

３． 子供の健康向上
ポリオ根絶のサーベイランス（監視）や予防接種活動ではビタミン欠乏やはしかといったほか

の健康問題の検査も行われるため、いち早く対応できます。

４． 医療費の削減
世界的なポリオ根絶活動により、1988年以来、270億ドル以上の医療費が節約され2050年ま

でにさらに140億ドルを節約できるとされています。

５． 歴史を作る
ポリオが世界から根絶されれば、天然痘に続いて２番目に根絶される疾病となり、歴史上で最

も偉大な公共保健での達成の一つとなります。根絶するには予防接種、サーベイランスの向上、保

険従事者の雇用など様々な活動のための資金が必要になります。

今年度の地区方針は「一年通してのポリオ根絶活動」となっています。

我々ポリオプラス委員会では各クラブの皆さんが、各地域でより広

く地域の人に対して理解を深めて頂けるような活動ができるように

ポリオキャンペーン啓発グッズの貸し出しを行っています。是非活用

いただき子どもたちのとの約束を一日も早く実現しましょう。

募金箱 横断幕 パネル のぼり旗
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地区職業奉仕委員会 委員長

加藤　徹
（あまRC）

「われらロータリアン力を合わせて地域に奉仕

『職業奉仕の心のもとに』」と題し8月21日22日の

2日間、職業奉仕委員長会議を開催いたしました。

本年度はより多くのクラブ委員長さんに参加いた

だくため、21日は名鉄グランドホテル、22日は豊

橋商工会議所にて同じ会議内容で実施し都合の良

い日を選んで参加いただけるようにしました。

会議の目的はロータリアンの心の規範である

「職業奉仕」の精神がメンバーそれぞれに自然に根

付き、毎年新しい仲間が加わっていってもしっか

りとクラブ内で伝承していけるようにすることで

す。その実現の為にどのようなアプローチをする

のが良いか等を、クラブ委員長さんたちと議論す

る中で見い出していくことをねらいとしました。

会議は2部制で行いました。第1部では地区職業

奉仕委員会がここ2年間推奨してきた、「四つのテ

スト」とそれぞれの仕事を照らし合わせて考える

ことで「職業奉仕」にアプローチしていく、という

手法の紹介です。最初に基本的な考え方をまとめ

たテンプレートを、次に地区委員会メンバーの会

社に当てはめて考えた実例をプレゼンしました。

さらに多くのクラブで職場見学が実施されている

とのことから、地区職業奉仕委員会がモデルケー

スとして行った（株）マルワ（名古屋葵ロータリー

クラブ鳥原前会長の会社）への「四つのテスト」に

照らした企業訪問について報告しました。

第2部はテーブルディスカッションです。各クラ

ブの職業奉仕例会やそれぞれのクラブで工夫して

行っている実践例等をお聞きし、職業奉仕の心の

継承について議論していただきました。

2日間にわたる会議でしたがどちらの会場にお

いても共通して印象的だったのは、参加いただい

た委員長さんたちのとても熱心な様子でした。

今後はこの委員長会議を受けて各クラブで企画

いただく職業奉仕例会を地区委員会として様々な

形でサポートしていきたいと思います。

８月21、22日開催
職業奉仕委員長会議

ガバナー活動報告

Governor's 
Activity Report

ガバナー挨拶　豊橋商工会議所会場

会議　名鉄グランドホテル会場

会議　
豊橋商工会議所会場
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小池高弘
地区幹事ご挨拶

地区国際奉仕委員長

渡邉 寿也
（豊田RC）

　2025年９月16日火曜日2025－26年度クラブ

国際奉仕委員長会議が名古屋マリオットアソシア

ホテルで開催されました。鈴木康仁ガバナーをは

じめ国際奉仕に関係のある、地区出向者の皆様と

地区内各クラブから本年度の国際奉仕委員長にご

参集いただきまして総勢80有余の陣容で会議が開

催されました。

　初めに鈴木ガバナーの国際奉仕の理解と各クラ

ブの委員長に向けてのお願い事項を含めご挨拶を

いただきました。続き国際奉仕委員長の渡邉から

本日の趣旨説明、澤田地区ロータリー奉仕委員長

から奉仕委員会全体の連携を含めご協力のお願い

がありました。

　本題の卓話は地区補助金の利用と理解を深める

卓話を地区補助金委員会柴田委員長からしていた

だきました。２題目の卓話は国際奉仕委員の岩瀬

委員より地区内の国際奉仕の現状と、なかなか国

際奉仕の一歩を踏み出せないクラブにカンボジア

での保健室設置のパッケージ化の卓話をしていた

だきました。３題目の卓話は豊橋ＲＣの国際奉仕

委員長の植村君にタイでの補助金を利用しながら

の農業支援について約25年の活動の卓話をしてい

ただきました。継続的に奉仕をすることによって

焼き畑農法から定置農法への転換を支援され、小

さい村の人口が世帯数も倍以上になり、奉仕の成

果が実感できているとご紹介がありました。４題

目は国際奉仕筒井委員より国内で出来る国際奉仕

のご紹介がありました。コロナ禍で海外に踏み出

せないクラブ、予算が少ないクラブに向けて各市

町村にある国際交流協会、観光協会などインバウ

ンドの皆様との交流で奉仕が形成できる事の卓話

をいただきました。

　休憩をはさんで小池地区幹事からのご挨拶とお

願いがあり、乾杯の御発声とともに情報交換会が

始まりました。皆さん大いに打ち解け親睦を深め

ました。

　最後に牧ガバナー補佐から講評とお礼のご挨拶

を頂きました。

　ありがとうございました。

9月16日開催
第１回クラブ国際奉仕委員長会議

ガバナー活動報告

Governor's 
Activity Report

鈴木康仁ガバナー
ご挨拶

牧功ガバナー補佐
ご講評

会議風景
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地区公共イメージ向上委員長

古市 晃久
（半田RC）

９月22日、クラブ公共イメージ向上委員長会議

が名古屋東急ホテルにて開催されました。地区84

クラブから公共イメージ向上委員長ら約90名が参

加しました。

公共イメージ向上の目的を「参加者の基盤を広

げる」こととし、ＳＮSの効果的な発信方法を参加

者で学ぶ機会としました。

まずは委員会からロータリーの公共イメージ向

上の必要性について卓話したあと、ＳＮＳの効果

的な発信方法について、池森ロータリーの友地区

代表委員（名古屋千種ＲＣ）に卓話をしていただき

ました。それぞれのＳＮＳの特徴、年齢構成比、効

果的な利用方法など学びました。

その後、卓話を受けてＳＮＳの効果的な発信方

法を、９テーブルに分かれてディスカッションし

ました。さまざまな意見が飛び交い熱い議論が繰

り広げられました。最後は全テーブルからまとめ

の発表をしていただきました。もっとも多かった

のはＳＮＳにたけている担当者のときはいいけ

ど、担当者が変わったら投稿が減ってしまうとい

うことでした。それ以外にもいろいろな意見が出

て、他のテーブルの発表を聞くことでまた新たな

気づきがあり、有意義な時間となりました。

今回の委員長会議を通じて、各公共イメージ向

上委員長が自クラブの事業の発信にむけて少しで

もお持ち帰りいただければ幸いです。地区委員会

としても、クラブ委員長の皆さまからいただいた

貴重なご意見を今後の地区委員会運営ならびに地

区内クラブの活性化につなげていきたいと考えて

おります。

9月22日開催
クラブ公共イメージ向上委員長会議

ガバナー活動報告

Governor's 
Activity Report

会議全体の風景

ディスカッション風景

池森ロータリーの友
地区代表委員卓話
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西尾張分区は、一宮、稲沢、北名古屋、清須、津

島、愛西、あま、弥冨の８市と、海部郡３町村（蟹

江、大治、飛島）をその行政区域としています。歴

史と伝統文化に育まれた地域であると共に、稲作

のほか、愛西の蓮根、稲沢（祖父江）の銀杏、大治

の赤紫蘇など特産品も含めた豊かな耕作地帯で

もあります。また伝統の繊維産業、臨海地域の重

工業、一宮や北名古屋の電気産業などの製造業

と、商工業も盛んな地域です。

その区域で、一宮、津島、尾西、一宮北、稲沢、あ

ま、名古屋清須、尾張中央、一宮中央の９クラブ

（創立順）、423名（女性27名）の会員（2025年２

月現在）が活動しています。

分区としては、2760地区の中ではクラブ数、会

員数ともどちらかと言えば小さな分区ではありま

すが、９つのクラブは、地域に根差した各種事業

を展開しています。それぞれの地域での祭りとの

コラボ事業や、インターアクトクラブを核とした青

少年奉仕の事業などです。国際奉仕事業も海外に

向かっての事業はもちろん、地域に在住の海外の

方々を巻き込んだ事業も開催したりと、それぞれ

のクラブが特徴ある活動を展開しています。

分区内の交流も活発で、尾西を含めた一宮市の

４クラブでは協力して事業を開催したり、私の所

属するあまクラブはスポンサーの津島クラブと趣

味の会を通じた交流を行っています。今年度鈴木

ガバナーの提唱されているポリオ根絶についても

分区内各クラブは例会やイベントでの啓発、ポリ

オプラスへの募金の協力に例年以上に協力してい

ただいています。

掲載の写真は地域の特徴をよく表していると思

われる祭りの写真です。手前味噌ですが、所属の

あまＲＣテリトリー内の甚目寺観音節分の写真も

加えさせていただきました。

どうかよろしくお願いいたします。

特集

Governor's 
Activity Report

西尾張分区紹介

臼井 幹裕分区幹事大竹 敬一ガバナー補佐

甚目寺観音　節分会

一宮七夕まつり ～おりもの感謝祭～

国府宮はだか祭 尾張津島天王祭

／　あまＲＣ
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2025-26年度   会員増強報告（2025年8月末）

半田
常滑
東海
東知多
半田南
大府
6RC
一宮
津島
尾西
一宮北
稲沢
あま
名古屋清須
尾張中央
一宮中央
9RC
瀬戸
犬山
江南
小牧
春日井
尾張旭
名古屋空港
瀬戸北
岩倉
名古屋城北
愛知長久手
愛知友愛
12RC
名古屋
名古屋西
名古屋南
名古屋みなと
名古屋東南
名古屋中
名古屋瑞穂
名古屋大須
名古屋栄
名古屋名南
名古屋名駅※

名古屋丸の内
名古屋みらい
名古屋宮の杜
14RC

49
30
45
17
29
20
190
108
52
16
31
52
62
33
28
34
416
51
49
55
32
51
23
41
52
10
24
13
15
416
171
83
97
61
96
135
68
59
97
51
79
39
24
87

1,147

50
31
45
17
30
20
193
109
52
17
31
52
62
32
28
35
418
51
52
56
32
52
23
40
52
11
24
14
17
424
175
85
98
63
100
138
69
63
99
51
83
39
26
87

1,176

43
30
43
16
29
20
181
109
49
17
24
47
59
30
27
32
394
49
49
51
27
50
19
37
47
8
20
10
13
380
171
82
98
60
84
138
69
55
99
44
73
36
20
82

1,111

0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
2
5

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
2

7
2
2
1
1
0
13
1
4
0
7
5
3
2
1
3
26
2
3
5
4
2
4
4
5
3
4
4
4
44
5
2
0
3
16
0
0
8
0
7
11
3
6
8
69

0
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

50
32
45
17
30
20
194
110
53
17
31
52
62
32
28
35
420
51
52
56
31
52
23
41
52
11
24
14
17
424
176
84
98
63
100
138
69
63
99
51
84
39
26
90

1,180

会員数
(7/1退会
含む)

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

RC名

7/1 7/31 8/31 8/1-8/31 8/1-8/31 8/31 8/1-8/31 8/1-8/31 8/31

会員数
男性
会員数

男性
入会

男性
退会

女性
会員数

女性
入会

女性
退会 会員数

会員数
(7/1退会
含む)

7/1 7/31 8/31 8/1-8/31 8/1-8/31 8/31 8/1-8/31 8/1-8/31 8/31

会員数
男性
会員数

男性
入会

男性
退会

女性
会員数

女性
入会

女性
退会 会員数

名古屋名駅椿ロータリー衛星クラブ

衛星クラブ名

※衛星クラブの会員数はスポンサークラブに含まれております。

8 8 6 0 0 2 0 0 8
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2025-26年度   会員増強報告（2025年8月末）

名古屋北
名古屋東
名古屋守山
名古屋和合
名古屋名東
名古屋名北
名古屋千種
名古屋昭和
名古屋錦
名古屋東山
名古屋葵
名古屋アイリス
12RC
豊橋
蒲郡
豊橋北
豊川
田原
豊橋南
新城
渥美
豊川宝飯
豊橋ゴールデン
田原パシフィック
豊橋東
12RC
岡崎
豊田
岡崎南
豊田西
岡崎東
豊田東
岡崎城南
豊田三好
豊田中
愛知三州
10RC
刈谷
安城
西尾
碧南
西尾一色
高浜
知立
西尾KIRARA
三河安城
9RC

東
名
古
屋
分
区

東
三
河
分
区

西
三
河
中
分
区

西
三
河
分
区

RC名

合計

8月集計（ロータリークラブ）

RC集計
84RC 101

クラブ数

内女性

内男性

15

86 当月の
会員増減数 26

会員数

内女性

内男性

3

237/1からの
会員増減数

会員数

会員数
(7/1退会
含む)

7/1 7/31 8/31 8/1-8/31 8/1-8/31 8/31 8/1-8/31 8/1-8/31 8/31

会員数
男性
会員数

男性
入会

男性
退会

女性
会員数

女性
入会

女性
退会 会員数

100
85
44
85
56
21
31
35
29
24
26
20
556
108
59
57
74
35
49
38
32
71
58
33
59
673
97
96
66
99
52
79
42
16
44
31
622
94
51
75
60
19
28
58
45
61
491

4,511

103
88
44
88
57
22
33
35
30
24
26
20
570
109
58
57
75
36
49
39
32
71
58
33
60
677
96
97
66
105
52
81
44
16
47
32
636
93
52
75
59
19
28
58
47
61
492

4,586

105
87
38
88
46
17
31
33
22
17
23
11
518
106
54
55
72
35
45
36
31
69
56
29
56
644
83
98
61
104
49
75
45
15
38
26
594
90
44
72
55
17
25
58
47
53
461

4,283

4
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
6
1
0
1
0
0
0
0
0
2
3
0
1
8
0
1
0
1
0
0
1
0
1
0
4
2
0
0
0
0
0
0
0
0
2
28

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5

2
2
7
0
11
5
3
2
8
7
3
9
59
4
4
3
3
1
4
3
0
4
5
3
5
39
13
0
5
2
3
6
0
1
10
6
46
5
8
3
4
2
3
0
0
8
33
329

0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

107
89
45
88
57
22
34
35
30
24
26
20
577
110
58
58
75
36
49
39
31
73
61
32
61
683
96
98
66
106
52
81
45
16
48
32
640
95
52
75
59
19
28
58
47
61
494

4,612
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2025-26年度   会員増強報告（2025年8月末）

2025年7月1日の会員数 7/1からの会員増減数 当月の会員増減数クラブ数

84RC+９RAC

当月末
会員数

岡崎
豊橋
田原
名古屋中央
名古屋熱田
名古屋名城
豊田広域
名古屋芸術大学
桜花学園大学名古屋短期大学
9RAC

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

RAC名

合計

4,614 4,704 4,351 30 7 377 3 2 4,728

ロータリークラブ・ローターアクトクラブ合計

会員数
(7/1退会
含む)

7/1 7/31 8/31 8/1-8/31 8/1-8/31 8/31 8/1-8/31 8/1-8/31 8/31

会員数
男性
会員数

男性
入会

男性
退会

女性
会員数

女性
入会

女性
退会 会員数

会員数
(7/1退会
含む)

7/1 7/31 8/31 8/1-8/31 8/1-8/31 8/31 8/1-8/31 8/1-8/31 8/31

会員数
男性
会員数

男性
入会

男性
退会

女性
会員数

女性
入会

女性
退会 会員数

7
10
9
3
28
13
9
12
12
103

8
11
9
3
35
13
12
15
12
118

5
8
6
2
25
12
8
2
0
68

0
0
0
0
1
0
1
0
0
2

0
0
0
0
0
0
0
2
0
2

3
3
3
1
9
1
5
11
12
48

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
2
0
0
0
0
2

8
11
9
3
34
13
13
13
12
116

8月集計（ローターアクトクラブ）

ＲＡＣ集計
9RAC 13

クラブ数

内女性

内男性

5

8 当月の
会員増減数 －2

会員数

内女性

内男性

－2

07/1からの
会員増減数

会員数

357

4,257

114 20

94

244,728 1

23会員数 内男性

4,614 内女性

会員数 内男性

内女性

会員数 内男性

内女性
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